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  現在放映中の NHK 大河ドラマ「青天を衝け」の主人公、渋沢栄一は、その著書「論語と算盤」

の中で、「道徳経済合一説」という理念を述べています。「富をなす経済活動は、真に人の世のた

めになるという道理にかなうものでなければならない」という考え方です。 

 経済活動を学校教育で言い換えれば、「学校の教育活動は、真に子どもの幸せのためになるもの

でなければならない」ということでしょうか。そう考えると、結果や成果を求めるあまり、目の前

の子どもの姿から離れてしまう教育活動は、子どもの幸せに結びつかない…そんな戒めの声が聞こ

えてくるようで、どきりとします。子どもの姿に立ち返る大切さを忘れてならないのですね。 

さて、GIGA スクール構想により各学校に一人一台のタブレット PC が導入され「ICT の利活用」は待

ったなしです。「個別最適化」、「資質・能力の育成」、「主体的・対話的で深い学び」 、「社会に

開かれた教育」、「特色ある学校づくり」…今学校に求められているこれらのことをどのようにマ

ネジメントしたらよいのでしょうか。これこそがカリキュラム・マネジメントではないかと思います。  

一方、令和２年度、不登校がさらに増加しました。コロナ禍の中で自傷行為や虐待など、子ども

の命の危機も増加しました。どうやったら防ぎ、解消できるのでしょうか。どうやったら子どもた

ちの安全、安心な学びの環境を守ることができるのでしょうか。 

当センターでは、今年度、こうした直面する課題への即応とコロナ対策、働き方改革への寄与を

運営方針に、上越市の教育施策に基づきながら、オンライン研修を 17 講座設定するなど、検討を

加えて教職員研修を計画しました。今後も状況によって柔軟に対応していこうと考えています。上

越市の子どもたちの幸せにコミットする教育実践を進めるため、ぜひ当センターの研修を活用して

ください。 

 あるたとえ話に「学びのコップ」という話がありました。「学びのコップ」は人の心の中にあり、

上向きになっていないと学ぶ意欲も学んだこともみんなこぼれ落ちてしまうのだそうです。子ども

たちのために常に学び自分を高めようとする謙虚な心がコップを上向きにします。新しい知見や効

果的な手法、よりよい考え方、必要な対応や取組など、たくさんの学びを自分のものにしてくださ

ることを期待しています。  
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教育センター組織図

来所相談は、保護者、教職員の皆さんや子ど

もたちが、学校生活や家庭生活などで悩んでい

ること・困っていることについて、相談するも

のです。 

 

 

◎受付曜日 月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

◎相談時間 午前９時１０分～１２時 

       午後１時～４時 

 

 

 

◎受付曜日 月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

◎相談時間 午前９時～午後３時５０分 

       

※事前に電話で予約を受付けます。 

・中央教育相談所📞０２５－５４５－９２４７ 

・南 教 育 相 談 所📞０２５－５２２－２４２８ 

・北 教 育 相 談 所📞０２５－５４５－０７８０ 

（いずれも受付曜日の相談時間内） 
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★中央教育相談所（教育センター内）

内）内） 

★南教育相談所（南適応指導教室内） 

★北教育相談所（北適応指導教室内）

内）内） 

 

学校の相談室には、子どもだけでなく、

保護者の来室も少なくありません。保護者

と話をしていると、子どもを大切にし、愛

情をかけて育てている様子や、子どもを気

に掛けている様子が分かります。一生懸命

だなあ、素晴らしいなあと感心することが

多々あります。しかし、中には子どもを思

うあまり、「こうあらねばならない」と気

負った子育てをしている方もいます。余裕

のない子育ては、子どもに無理を強いるこ

とになります。保護者自身も苦しくなり、

悩みとなります。少し力を抜いて子どもを

信じ、見守ることも保護者を含めた私たち

大人の役割ではないでしょうか。  

相談を進めていくと子どものことに留ま

らず、保護者自身の相談になることもあり、

耳を傾けます。子どもを支えるには、保護

者を支えることも大切だと感じています。  

 

学校訪問カウンセラー  

関川 久美子 

 

「保護者と協力し合って」  


